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研究成果概要 
XMASS 実験で測定されたデータには、当初予想をしていなかった数のバックグラウンド

事象が観測されている。今年度は、前年度に放射線源を用いて詳細な調整を行ったシミ

ュレーションを用い、そのバックグラウンドの源についての絞り込みと、それを減らす

ための改良案の検討を行った。予期されていなかったバックグラウンド源に対して、原

因となりうる多数の候補を検討し、それらをシミュレーション内部で実現させた。得ら

れたそれぞれのシミュレーション結果と測定データとの比較をすることにより、測定デ

ータを再現することができるバックグラウンド源の特定を行った。 
原因候補を実現するために、シミュレーションには壁際構造等の詳細部の修正、壁や光

電子増倍管表面での反射などの個々の物理プロセスについてのさらなる調整、またバッ

クグラウンドの発生場所をより細かく指定できるよう修正するなど、多くの変更を加え、

より正確に現在の検出器応答が再現できるよう改良を行った。 
シミュレーションを用いたバックグラウンド候補の評価と並行して、測定器の一部素材

について、Ge 検出器等を使って放射性同位元素量の再評価を行った。これらを合わせて

評価することで、測定されているバックグラウンドが光電子増倍管のいくつかの部品と

構造上の隙間を原因として発生すると考えられるものに絞り込むことができた。 
この結果をもとに現在の検出器に対して、これらの部材と隙間構造からのバックグラウ

ンドを減らすための構造の変更を検討し、モックアップ制作やさらなる評価を行うため

の候補となる改良案の決定を行った。 

整理番号  
 


